
身

延

参

詣

の

史

的

考

察

林

是

は

じ

め

に

日
蓮
聖
人
の
身
延
隠
棲
後
、
弟
子

ｏ
檀
越
が
聖
人
を
慕
い
、
し
ば
し
ば
身
延
を
訪
れ
た
こ
と
は
、
遺
文
に
よ
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通

り
で
あ
る
。

宿
の
発
達
や
貨
幣
の
流
通
等
に
よ
る
交
通
条
件
の
改
善
が
な
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
中
世
と
は
い
え
、
そ
の
宿
は
未
だ
普
遍
的
存
在
と
は
い

え
ね
可

特
に
佐
渡
↑
↓
身
延
の
如
く
、
辺
部
な
通
路
を
経
由
す
る
交
通
に
は
幾
多
の
困
難
が
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
う
し
た
状
況
に
お

け
る
高
齢
の
阿
仏
房
や
国
府
入
道
等
の
登
詣
は
、
彼
ら
の
聖
人
に
対
す
る
ひ
た
む
き
な
心
情
を
推
察
さ
せ
る
の
に
充
分
で
あ
る
。

聖
人
示
寂
後
、
遺
言
に
よ
り
身
延
は
廟
所
と
な
り
、
商
来
開
開
七
百
年
を
迎
え
た
今
日
に
至
る
ま
で
、
聖
人
を
追
慕

・
渇
仰
す
る
人
々

に
と

っ
て
、
身
延
は
尊
崇
の
対
象
と
な
り
、
祖
廟
参
詣
、
ま
た
追
善
仏
事
、
遺
骨
の
埋
納
「
現
世
安
穏
の
祈
り
等
に
、
止
絶
え
る
こ
と
な

く
参
詣
が
行
な
わ
れ
て
き
て
い
る
。

身
延
参
詣
は
近
世
に
入
り
著
し
く
発
展
す
る
が
、
そ
こ
に
は
当
然
、
種
々
の
条
件

。
原
因
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
身
延
参
詣

の
変
遷
推
移
を
辿
る
こ
と
に
よ
り
、
特
に
近
世
の
身
延
の
歴
史
の

一
端
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
と
思
う
。

日
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一

中
世
に
お
け
る
日
蓮
教
団
は
、
い
く
つ
か
の
問
流
に
分
立
し
て
展
開
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
な
本
末
関
係
を
有
し
て
、
独
自
に
発
展
し

て
い
っ
た
。

そ
う
し
た
中
に
あ

っ
て
身
延
は
、
宗
祖
の
隠
棲
地
、
か
つ
廟
所
で
あ
り
な
が
ら
、
教
団
統
合
の
シ
ン
ボ
ル
た
り
得
ず
、
守
塔
輪
番
制
く

ず
れ
、
日
興
去

っ
て
、
つ
い
に
日
向
門
流
の
み
の
根
拠
地
た
る
に
す
ぎ
な
く
な

っ
て
い
っ
た
。
こ
の
た
め
身
延
は
近
世
初
頭
ま
で
、
わ
ず

か
に
甲
駿
を
中
心
と
す
る
地
方
の

一
本
山
、
身
延

（
日
向
）
門
流
の
本
寺
た
る
に
す
ぎ
な
い
状
態
で
あ

っ
た
（噂

し
か
し
な
が
ら
、
山
間

・
辺
境
の
地
と
い
う
立
地
条
件
の
不
利
も
あ
る
と
は
い
え
、
宗
祖
日
蓮
聖
人
の
眠
る
聖
地
と
し
て
、
聖
人
に
心

か
ら
傾
倒
す
る
人
々
の
訪
れ
は
、
決
し
て
少
な
い
数
で
は
な
か

っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の

一
例
と
し
て
、
身
延
三
世
日
進
と
特
に
深
い
親

交
を
結
ん
だ
、
中
山
三
世
日
祐
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
祐
は
中
山
門
流
の
貫
主
と
な

っ
た
年
、
あ
た
か
も
聖
人
の
三
十
三
回
忌
に
あ
た
る
正
和
三
年

（
一
三

一
四
）
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
毎
年

の
よ
う
に
登
詣
し
、
そ
の
参
詣
に
は
常
の
如
く
在
俗
の
人
々
も
随
行
し
て
、
そ
の
同
道
の
延
べ
人
数
は
三
百
余
人
に
も
及
ん
で
い
る
の
で

③

，、あ
τ
Ｏ
。

寛
正
三
年

（
一
四
六

一
）
に
身
延
十

一
世
の
法
灯
を
継
承
し
た
日
朝
は
、
狭
院
な
西
谷
の
地
か
ら
現
今
の
山
腹
の
地

へ
の
、
本
院
の
移

転
拡
張
を
計

っ
た
が
、
日
朝
に
こ
の
大
事
業
を
決
意
さ
せ
た
背
景
に
は
、
こ
れ
を
成
功
さ
せ
う
る
だ
け
の
経
済
的
な
裏
付
け
、
そ
の
多
く

を
支
え
た
で
あ
ろ
う
多
数
の
参
詣
者
の
存
在
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
大
坊
彫
‰
直
後
の
文
正
三
年

（
一
四
六
七
）
六
月
十

一

日
に
著
わ
さ
れ
た

『
立
正
会
問
答
』
の
奥
書
に
は

「
此
日
藻
原

ョ
リ
真
俗
廿
五
人
参
詣
す
」
と
、
既
に
団
体
を
組
ん
で
の
参
詣
が
行
な
わ
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れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

展の［榊ｒ岬っ朝口」パ］脚い一紳商申け薇い、（「］癬湖『汁ろ『［［制碑［計幣̈
滋」は弩由は一”
（なげ出】　瀬婦

院
は
、
新
た
に
造
営
さ
れ
た
本
院
を
中
心
と
し
パ
叛
西
の
谷

・
上
の
山
等
に
新
築
あ
る
い
は
移
転
さ
れ
て
、
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。

門
前
町
も
―
そ
の
発
生
形
態
は
不
明
で
あ
る
が
―
移
転
事
業
に
伴
う
労
働
力
の
結
集
を
契
機
と
し
て
、
急
激
に
成
長
し
て
い
っ
た
こ
と

だ
ろ
う
。
や
が
て
そ
れ
は
、
身
延
の
発
展
、
人
口
の
増
加
、
参
詣
量
の
増
加
等
を
背
景
と
し
て
、
本
支
院
の
建
築

・
修
繕
等
を
請
負
い
、

僧
侶
等
の
消
費
生
活
を
賄
い
、
あ
る
い
は
直
接

ｏ
間
接
に
参
詣
者
に
依
存
し
て
生
活
す
る
も
の
等
で
構
成
さ
れ
る
町
へ
と
、
展
開
し
て
い

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二

一
般
に
封
建
時
代
に
お
け
る
寺
院
門
前
町
は
、
寺
院
に
お
い
て
減
配
す
る
の
が
常
で
あ
っ
妹
哩
身
延
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
十
五
世

対
［
引
〔
［
』
』
権
（
¨
［
臨
徴
ｒ
畑
脚
時
】
¨
は
い
【
一
】
一

「
禁

｝
拠
る
に
、　
ョ

、
任
二代
々
判
一諸
役
免
許
之
事
」
と
、
門
前
地
に

、
身
延
山
寺
中
井
町
中
之
事
如
二
先
々
・永
代
可
レ為
二
不
入
一
之
事
」

”″】一『とい〕晰『【は申［呻」̈
４赫け琳れはい」げ［口」一」脚］嗜】申一』［の（．』力、。］げ岬『利つに［”わ牌

像
さ
せ
う
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
実
際
に
そ
の
支
配
を
司
ど
っ
た
の
は
、
三
十
八
の
支
院
が
二
坊
づ
つ
の
組
に
な
り
、
都
合
十
九
組
の
輪
番
で
構
成
さ
れ
た
月
行
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事
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
は
ま
た
の
機
会
に
譲
る
が
、
月
行
事
の
名
は
既
に
十

一
世
日
朝
制
定
の
身
延
山
年
中
行
事
中
に
み
ら
端
）
三
十
八

坊
に
よ
る
輪
番
は
二
十
二
世
日
遠
代
ま
で
に
は
整
備
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

月
行
事
に
よ
る
町
支
配
は
近
世
を
通
じ
て
の
も
の
で
あ
る
。
時
代
は
下
る
が

一
例
を
掲
げ
る
と
、
天
保
六
年

（
一
八
三
五
）
諸
処
に
落

書
が
な
さ
れ
、
支
院
の
問
石
が
倒
さ
れ
、
橋
の
手
招
等
が
取
り
は
ず
さ
れ
る
と
い
う
事
件
の
際
の
顛
末
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

一
右
古
法
之
趣
近
来
相
弛
申
候
付
触
出
候
処
、
心
得
違
之
族
有
ン之
。
十

一
日
之
楽
書
等
所
々
江
致
、
十
四
日
夜
東
谷
西
谷
寺

々
六
ヶ

所
程
門
石
相
倒
、
或
者
橋
手
櫂
等
取
放
乱
法
お
よ
ひ
候
者
有
′之
。
右
寺

々
ぉ
翌
十
五
日
訴
出
候
事
故
、
普
請
方
見
廻
申
付
、
町
名

主
年
寄
中
呼
上
相
尋
候
処
、
何
者
之
致
し
方

一
園
存
不
レ申
候
。
併
夜
中
鳴
物
致
し
右
驚
戸
口
江
出
侯
得
共
、
相
志
れ
不
ン申
と
申
事

故
、若
者
之
内
一轟
も

右
様
乱
法
致
し
候
事
も
有
レ
之
侯
哉
、
相
札
可
二申
上
一御
申
付
候
。
町
方
世
話
役
之
者
共
相
尋
侯
処
、
夫
♂
若

者
相
札

一
園
無
二
御
座
一候
と
申
出
趣
、
町
年
寄
届
ヶ
出
候
付
、
実
存
不
レ申
事
候
て
、町
役
所
迄

一
園
不
ン存
向
書
附
取
置
、
町
年
寄

中
も
不
レ
存
事
侯
、
不
レ存
向
本
院
迄
書
附
差
出
可
レ申
段
申
付
候
。
新
宿
塩
沢
狐
町
右
不
レ存
向
書
附
役
所
江
差
出
、
上
町
中
町
も
差

出
、
町
年
寄
中
♂
本
院
江
一
園
右
存
不
レ申
段
書
面
差
出
候
。
依
レ
之
衆
評
之
上
、
心
当
り
之
者
共
五
人
程
吟
味
致
候
処
、
是
も

一
園

存
不
レ申
趣
一希
引
取
申
候
。　
此
義
上
町
年
寄
才
子
供
至
迄

一
同
、中
町
藤
右
衛
門
橋
迄
之
者

一
同
、申
合
之
事
故
慎
し

２
）
罷
在
侯

得
者
致
方
無
ン之
。
衆
評
之
上
伺
二
御
尊
慮
一、
江
戸
表
♂
御
純
之
義
相
願
候
趣
決
し
候
。
町
役
人
共
江
右
之
段
申
渡
し
可
二申
付
一処
、

町
役
人
迄
上
町
鉄
右
衛
門

・
中
町
藤
兵
衛
訴
出
、
酒
給
殊
之
外
酪
酎
仕
ま
つ
り
、相
連
立
風
三
ユ
出
所
々
出
歩
行
候
内
、
何
之
心
附

も
無
ン之
。
御
門
石
相
倒
、
或
者
手
櫂
等
取
放
し
候
段
、
前
後
不
二相
弁
・候
と
も
右
様
乱
法
お
よ
ひ
、
一
旦
町
方
役
所
お
ゐ
て
吟
味

之
節
慎
し
鍛
）
罷
在
候
。
重
々
不
届
之
旨
誤
入
候
。

一
諸
国
之
俗
男
女
志
施
入
を
以
補
理
候
不
二
容
易
一処
、
酒
犯
之
上
と
ハ
乍
レ申
背
二
御
山
法
一、
乱
法
お
よ
ひ
候
段
重
々
不
届
付
、
家
財
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取
上
追
放
申
付
。
尤
訴
出
候
付
格
別
之
以
二
思
召
一、
家
財
者
其
儘
妻
子
江
被
レ下
候
得
共
、
其
方
之
科
依
而
戸
〆
申
付
。

追
放
■
町
鉄
右
衛
門

追
放
中
町
藤
兵
衛

右
両
人
親
類
組
合
之
者
、
調
方
申
渡
無
ン之
候
。

速
次
遂
二
吟
味
・可
ン申
処
、
其
儀
も
無
ン之
。

組
合
親
類
之
名
目
振
候
儀
不
調
法

之
至
り
候
。
依
ン之
逼
塞
申
付
。

上
町
鉄
右
衛
門
組
合
九
兵
衛

・
鉄
□

・
源
之
丞

・
清
右
衛
門
　
親
類
辰
吉

・．「長
左
衛
門

・
政
右
衛
門

・　
．
　

．

中
町
藤
兵
衛
組
合
辰
三
郎

・
□
□

・
佐
吉

・
勘
兵
衛
　
親
類
吉
三
郎

右
之
者
共
逼
塞
　
鉄
□

・
□
□
棟
梁
之
事
故
役
儀
取
上
逼
塞
。

一
上
町
中
町
世
話
役
之
者
、
最
初
町
役
人
相
純
候
節
、　
一
園
存
不
レ
申
旨
書
面
差
出
置
、
其
後
両
人
訴
出
侯
段
不
都
合
之
至
侯
。
依
レ

之
遠
慮
申
付
Ю

上
町
世
話
役
虎
治
郎

・
良
兵
衛

・
左
七

・
右
衛
門

・
理
右
衛
門

中
町
世
話
役
園
蔵

・
右
八

・
儀
兵
衛

・
藤
左
衛
門

一
家
根
屋
棟
梁
両
右
衛
門

・
□
□
棟
梁
惣
右
衛
門
、
右
両
人
之
者
御
出
入
而
右
風
聞
を
も
承
候
可
二中
上
一之
処
、
一
園
存
不
レ申
段
不

都
合
之
至
、
依
レ之
叱
置
候
。

一
町
年
寄
平
八

・
四
郎
右
衛
門

・
民
右
衛
門

・
弥

一
右
衛
門

・
数
□
右
衛
門

。
平
重
郎

・
重
郎
兵
衛

・
藤
右
衛
門

・
重
兵
衛
、
右
之

者
共
最
初
町
方
役
所
而
吟
味
之
節
相
慎
し

↑
）
居
、
追
而
及
二
出
訴
・候
儀
、
全
其
方
共
不
穿
撃
故
、
却
而
当
人
共
よ
り
訴
出
事
に
相

成
、
殊
吟
味
之
儀
不
二申
渡
一候
共
、
早
速
取
調
も
可
レ致
処
、
其
心
附
も
無
ン之
。
調
方
申
渡
候
沖
其
吟
味
も
不
二
行
届
一、
常

々
同
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役
共
取
締
方
不
宜
儀
♂
相
聞
不
届
之
至
候
。
依
ン之
相
当
之
咎
も
可
二申
付
一処
、
格
別
之
以
二
思
召
を

叱̈
り
置
。

一
町
名
主
戸
右
衛
門
儀
、
最
初
町
方
役
所
而
吟
味
之
節
両
人
と
も
慎
し

？
）
居
、
追
而
及
二
出
訴
一候
儀
者
、
全
其
方
不
穿
撃
而
吟
味
方

不
行
届
故
、
当
人
共
不
ン及
二
白
状
一。
却
而
当
人
ぉ
訴
出
事
相
成
不
都
合
之
至
画

縦
取
調
不
二申
渡
一候
共
、　
不
二取
敢
・可
レ及
二
吟

味
・処
、
其
心
付
も
無
レ
之
。
畢
党
常
々
心
得
方
不
二
取
締
・故
之
儀
与
相
聞
、
不
調
法
之
至
候
。
依
レ
之
逼
塞
申
付
。

天
保
六
未
年
五
月
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
之
　
　
坊⑬

下
　
　
之
　
　
坊

岸
之
坊

・
下
之
坊
が
時
の
月
行
事
で
あ

っ
た
。

町
中
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
強
い
支
配
権
は
、
先
の
武
田
信
玄
に
よ
る
禁
制
を
そ
の
噌
矢
と
し
て
、
江
戸
幕
府
十
四
代
将
軍
徳
川
家
茂

に
至
る
ま
で
、
代

々
の
権
力
者
よ
り
朱
印
状
等
を
下
さ
れ
て
安
堵
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

三

身
延
に
お
い
て
本
支
院
の
繁
栄
、
ひ
い
て
は
町
中
の
繁
栄
に
は
、
参
詣
者
量
の
増
加
が
絶
対
不
可
欠
の
要
素
で
あ

っ
た
。
町
中
も
も
ち

ろ
ん
こ
の
問
題
に
無
関
心
で
い
ら
れ
る
訳
が
な
く
、
こ
の
方
向
で
最
大
の
努
力
を
惜
し
ま
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
実
体
は
明
ら
か

で
は
な
い
。

本
院
に
お
い
て
は
近
世
初
頭
以
降
、　
一
つ
に
は
身
延
門
流
内
の
諸
末
寺
及
び
門
徒
の
完
全
な
る
掌
握
を
図
り
、
も
し
く
は
日
蓮
教
団
内

に
お
け
る
身
延
の
地
位
の
向
上
を
計
り
、
あ
る
い
は
身
延
参
詣
者
の
交
通
上
の
特
権
を
獲
得
し
て
い
く
中
で
、
参
詣
者
を
増
大
さ
せ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
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略
「
嘲
悧

々 年
之
（
碁
に
一
』
」
「
脚
「
鰤
』
「
け
い
遠 っ
【
人 「
岬
型
赫
〓
刹
¨
綱
』
産
押
轟
り
秘
蜘
性
ゴ
い
に
制
一」
れ
弓
響
¨
】
」
“
］
〓
『

こ
れ
は
身
延
門
流
僧
俗
の
、
身
延
登
詣
の
義
務
化
を
図

っ
た
も
の
で
あ
る
。
参
詣
に
よ

っ
て
諸
末
寺
及
び
門
徒
が
自
己
の
信
仰
を
深
め
る

と
共
に
、
身
延
当
局
と
彼
ら
が
直
接
接
触
し
て
、
両
者
の
強
い
紐
帯
を
確
認
し
合
う
こ
と
は
、
身
延
発
展
の
上
に
望
ま
し
い
こ
と
で
あ

っ

た
。

-67 -―



共
に
、
彼
ら
の
も
た
ら
す
関
役
を
免
除
さ
れ
た
木
布

・
米

・
糸
は
、
直
接

ｏ
関
接
に
身
延
全
体
を
潤
し
て
、
身
延
の
発
展
に
寄
与
し
た
影

響
は
甚
大
な
も
の
が
あ

っ
た
こ
と
で
あ
ろ

‐う
。
こ
の
会
式
関
免
許
ρ
岬
権
は
、
幕
末
ま
で
存
続
し
た
こ
と
は
、
江
戸
幕
府
の
歴
代
の
将
軍

に
よ
る

一
連
の
朱
印
状
等
に
よ
っ
て
、
確
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
私
。

身
延
参
詣
の
、
身
延
門
流
興
隆
に
於
け
る
意
義
の
重
要
性
は
、
不
受
派
が
身
延
参
詣
の
抑
止
と
い
う
手
段
に
訴
え
た
中
に
、
よ
く
窺
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
日
奥
は
僧
俗
の
身
延
参
詣
の
不
当
を
説
き
、
池
上
日
樹
も
身
延
参
詣
堕
獄

。
身
延
参
詣
停
止
を
主
張
し
た
の
だ

っ

た
「
こ
れ
に
対
し
て
身
延
は
興
隆
の
存
亡
を
か
け
て
、
二
十

一
世
日
乾
や
二
十
二
世
日
遠
の
援
護
を
う
け
た
二
十
六
世
日
遅
が
、
寛
永
六

年

（
一
六
二
九
）
幕
府
に
訴
え
出
た
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
身
池
対
論
に
よ
っ
て
、
身
延
は
受
不
施
の
合
法
性
と
、
身
延
参
詣
の
正
当
性
を
幕

府
権
力
に
よ
う
て
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
受
派
を
代
表
し
た
身
延
は
、
教
団
内
に
お
け
る
勢
力
を
飛
躍
的
に
拡
大
し
、
や
が
て
は
そ
れ

ま
ぶ
％

一
門
流
の
本
寺
た
る
に
す
ぎ
な
か

っ
た
立
場
か
ら
、
全
日
蓮
教
団
の
大
半
を
代
表
す
る
位
置
に
ま
で
駆
け
の
ぼ

っ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

ま
た
江
戸
幕
府
は
、
江
戸
居
住
の
諸
侯

の
妻
子
が
逃
亡
す
る
の
を
警
戒
ｔ
て
、
女
鰍
％
往
来
を
関
所
に
お
い
て
厳
し
く
取
り
締
ま

っ
た

が
、
宝
永
四
年

（
一
七
〇
七
）
八
月

『
甲
斐
国
山
梨

ｏ
八
代

・
巨
摩
郡
所
々
関
所
定
書
』
に
は

女
往
来
之
儀
東
西
川
内
領
は
其
所
々
名
主
証
文
に
て
可
レ通
レ之
。
其
外
は
我
等
共
証
文
に
て
可
レ
通
ン之
。
尤
身
延
山
久
遠
寺
会
式
中

女
参
詣
は
先
規
の
こ
と
く
久
遠
寺
末
五
ヶ
寺
の
証
文
に
て
可
」
通
事
Ю

一

と
会
式
期
間
中
の
身
延
参
詣
の
女
人
に
限
り
、
特
別
規
定
を
再
確
認
し
て
い
る
が
、
恐
ら
く
当
時
に
あ

っ
て
は
か
な
り
の
優
遇
措
置
で
あ

っ
か^に。

こ
れ
に
対
し
身
延
は
、
三
十
四
世
日
裕
代
享
保
二
年

（
一
七

一
七
）
十

一
月
二
十
八
日
、
宿
坊
の
名
に
お
い
て
参
詣
の
女
人
の
為
に
番
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所
通
行
手
形
を
発
行
し
た
。

此
女
何
人
何
国
何
村
よ
り
当
山
参
詣
に
紛
無
′之
候
。
其
関
所
無
二
相
違
二
御
通
し
可
レ
被
レ
下
候
。
為
二後
日
一併
而
如
レ件
。

身
延

年
号
月
日

・
　

　

　

宿
坊
　
　
何
　
々
　
坊
　
印

万
沢
御
番
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

②

十
島
御
番
所

通
行
手
形
の
発
行
が
会
式
期
間
中
に
限
ら
な
い
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
会
式
以
外
の
普
段
の
参
詣
者
の
増
大
を
教
え
る
も
の
で

あ

る

。
や
が
て
通
行
手
形
の
発
行
の
特
権
は
、
二
十
数
坊
の
宿
坊
の
中
で
、
竹
之
坊
と
山
本
坊
だ
け
が
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
両
坊
は

六
老
僧
の
日
朗
と
日
頂
を
開
基
と
し
、
西
谷
と
東
谷
の
入
り
口
に
位
置
し
て
い
る
Ю
こ
の
間
の
事
情
は
、
寛
政
五
年

（
一
七
九
三
）
身
延

久
遠
寺
が
求
め
に
応
じ
て
、
市
川
の
役
所
へ
提
出
し
た
口
上
書
の
写
し
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
煩
を
い
と
わ
ず
掲
げ
る
と
、

一
身
延
山
例
年
十
月
祖
師
会
法
用
之
節
、
日
留
御
関
所
女
人
通
行
の
儀
は
、
従
二権
現
様
一御
免
之
御
朱
印
頂
戴
仕
罷
在
候
。
随
而
御

代
々
様
御
朱
印
之
表
、
右
之
趣
被
二成
下
・難
レ有
奉
レ存
候
。
則
権
現
様
御
朱
印
写
、
別
紙
差
上
候
。

一
右
十
月
の
外
、
平
月
も
久
遠
寺
印
鑑
を
以
、
女
人
通
行
致
候
哉
。
左
候
は
ヽ
、
右
御
免
の
訳
其
始
り
叉
手
形
振
合
等
の
儀
、　
逐

一

左
に
申
上
侯
。
御
尋
被
二成
下
・候
甲
州
万
沢
村
口
留
御
番
所
、
久
遠
寺
印
形
に
而
女
人
通
行
年
月
も
致
来
候
。
右
印
形
の
儀
は
久
遠

寺
よ
り
西
谷
坊
中
の
分
は
竹
之
坊
、
東
谷
坊
中
の
分
は
山
本
坊
と
申
に
役
印
渡
置
、
参
詣
の
女
宿
坊
よ
り
差
出
候
手
形
に
添
印
形
い

た
し
、
右
手
形
の
振
合
、
左
の
通
御
座
候
。
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一
雌
酬
伊
人
　
　
或
は
内
薮
珈
帯
Ｍ
等

何
州
何
村
よ
り
当
山
参
詣
の
者
に
紛
無
二御
座
一候
間
、

年
号
月
日

其
御
関
所
無
二相
違
一御
通
可
レ被
レ下
候
。
為
二後
日
一働
而

一
札
如
レ
件
。

身
一回
一此
所
江
印
形

山
　
　
本

　

坊

宿

坊

何

坊
　
印

万
沢御

役
所
御
番
人
中

右
の
趣
に
御
座
候
上
、
右
山
本
坊
叉
は
西
谷
竹
の
坊
自
分
宿
坊
参
詣
の
女
江
差
出
候
手
形
も
、
文
言
等
全
同
様
に
而

身
一回
一印
形山
　
　
本
　
　
坊

宿
　
坊

同
　
　
　
　
　
坊
餓鋤飩印

右
の
振
合
に
而
、
山
本
坊

・
竹
之
坊
よ
り
差
出
侯
印
形
は
、
元
来
久
遠
寺
役
印
に
候
段
、乍
レ恐
御
賢
察
可
レ被
レ下
侯
。
十
月
法
用
の

節
は
別
而
繁
鰯
％
中
故
、
往
古
一
り
右
の
通
仕
来
候
と
被
レ存
侯
、
右
竹
の
坊

ｏ
山
本
坊
印
鑑
に
而
致
二通
行
一候
事
は
、甲
府
螺
ぱ
時

代
よ
り
の
事
に
而
、
平
月
も
右
の
通
に
仕
来
候
事
は
、　
権
現
様
御
朱
印
頂
戴
仕
候
節
よ
り
之
仕
来
に
候
哉
共
奉
レ存
候
。

其
訳
末
に

申
上
候
。

一
右
竹
之
坊

・
山
本
坊
預
り
の
印
形
往
古
万
沢
御
番
所
江
印
鑑
差
出
置
候
故
、
面
々
宿
坊
印
形
の
上
に
右
両
寺
役
印
を
以
、
添
印
い

た
し
手
形
相
改
、
通
行
仕
来
候
事
。
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一
右
手
形
差
出
候
事
、
万
沢
口
留
御
番
所
よ
り
入
候
参
詣
者
、
多
分
駿
遠
豆
三
州
の
も
の
に
御
座
候
。　
右
三
ヶ
国
井
余
国
も
往
古
久

遠
寺
末
寺
江
申
渡
置
、　
日
留
御
番
所
入
候
節
、
右
旦
那
寺
よ
り
人
手
形
納
、
右
の
者
帰
の
節
上
に
申
上
候
竹
の
坊

・
山
本
坊
添
紳
％

手
形
持
参
仕
候
得
は
、
初
メ
入
候
節
相
納
候
国
所

ｏ
旦
那
寺
の
手
形
に
引
合
、　
通
行
被
二仰
付
一候
。
往
古
よ
り
の
仕
来
に
御
座
候
。

（以
下
略
）

更
に
近
世
に
入
り
続
出
し
た
道
中
記

・
案
内
記
の
類
、
万
治
二
年

（
一
六
五
九
）
の
元
政
上
人
の

『身
延
道
の
記
』
を
は
じ
め
、
貞
亨

二
年

（
一
六
八
五
）
の
三
十

一
世
日
脱
に
よ
る

『身
延
鑑
』、
安
水ヽ
五
年

（
一
七
七
六
）
の
稲
懸
棟
隆
の

『身
延
の
枕
』
、
文
政
√
町

（
一

八

一
九
）
の
十
返
舎

一
九
の

『金
の
草
軽
身
延
道
中
記
』
、
同
十
三
年

（
一
八
二
七
）
の
日
凝
の

『延
山
紀
行
』
等
々
の
出
版
は
、
本
宗

信
徒
は
も
ち
ろ
ん
、　
一
般
の
人
々
の
地
理
的
知
識
を
も
広
め
、
興
味
も
呼
ん
で
、
彼
ら
を
身
延

へ
の
旅
へ
と
か
き
た
て
る
と
同
時
に
、
参

詣
に
便
な
ら
し
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

④

ま
た
日
蓮
宗
信
徒
が
身
延

へ
参
詣
す
る
た
め
に
結
成
し
た
、
参
詣
講
と
し
て
の
身
延
講
等
の
存
在
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四

近
世
に
お
け
る
身
延
参
詣
で
、
恐
ら
く
最
大
規
模
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
天
保
七
年

（
一
八
三
六
）
の
松
平
西
条
の
参
詣
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

今
般
松
平
西
条
様
御
参
詣
有
′之
。
人
数
八
百
人
、
天
保
七
丙
主

一月
十
八
日
御
山
着
。
二
十
九
日
御
逗
留
御
法
事
有
。
晦
日
御
出
立
。

西
条
様
御
本
院
、
樋
沢
坊

・
定
林
坊

・
竹
之
坊

ｏ
恵
善
坊

・
松
井
房

・
山
本
坊

・
窪
之
方

・
志
摩
坊

・
学
林
坊

・
大
林
坊

・
武
井
房

・
下
宿
上
町
中
。
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天
保
七
丙
生

一月
二
十
九
日

⑩

△
バ
　
行
　
事
　
　
　
　
　
　
　
（以
下
略
）

松
平
西
条
と
は
四
国
伊
予
西
条
の
松
平
で
あ
り
、

「紀
伊
頼
宣
の
二
男
頼
純
を
祖
と
し
、
承
応
三
年
従
四
位
上
左
近
衛
権
少
将
左
京
大
夫

と
な
り
、
寛
文
十
年
伊
予
国
に
て
三
万
石
を
賜
わ
り
、
西
条
城
に
治
す
、
子
孫
相
継
ぎ
て
明
治
に
至
り
、
華
族
に
列
し
子
爵
を
授
け
ぁ

れ
て
い
る
。

身
延
に
は
上
の
山
に

「
源
性
院
殿
競
空
日
純
大
居
士
」
の
銘
の
あ
る
藩
祖
頼
純
の
墓
、
頼
純
の
内
室
や
子
息
等
の
墓
も
あ
ゎ

こ
の
天
保
七
年
の
参
詣
は
、
参
勤
交
代
の
外
に
は
長
旅
を
期
待
す
る
こ
と
が
困
難
な
大
名
の
常
と
し
て
、
江
戸

へ
出
府
の
節
、
廻
り
道

を
し
て
参
詣
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
に
掲
げ
た
よ
う
に
支
院
の
記
録
で
は
実
に
八
百
人
、
本
院
の
記
録
で
も
六
百
人
に
も
及
ぶ
団
参
で
あ

っ
た
。
宿
舎
と
し
て
藩
主
に
は
本
院
、
そ
の
他
宿
坊
の
う
ち
の
約
半
数
と
、
町
中
の
上
町
と
が
提
供
さ
れ
％

こ
の
参
詣
が
稀
な
規
模
の
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
十
七
年
の
後
に
お
い
て
も
沿
道
の
人
々
の
記
憶
に
残
り
、
役
所
が
先
例
と
し
て
求

め
た
こ
と
の
中
に
も
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

去
ル
十
七
年
以
前
申
年

西
条
少
将
様
身
延
山
御
参
詣
御
座
候
節
者
、　
諸
御
荷
物
不
レ
残
通
日
雇
・需
御
通
行
御
座
候
一再
、　
御
往
還
共
人
足
御
入
用
更
・聾
ぎ
御

座

一侯
。

右
者
今
般
御
尋
・再
取
調
奉
二書
上
一候
処
相
違
無
二御
座
・候
以
上
。

嘉
永
五
重
ハ
月
　
　
日

巨
摩
郡
南
部
村
　
　
　
名
　
主
　
　
　
清

　

之

　

亜
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長
百
姓

百
姓
代

市
川
御
役
所

五

こ
の
時
道
は
、
往
路
は
興
津
―
宍
原
―
万
沢
、
復
路
は
万
沢
―
松
野
―
岩
淵
と
取
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
近
世
に
お
け
る
東
海
道
筋
並

び
に
甲
州
街
道
筋
か
ら
の
身
延

へ
の
交
通
路
に
つ
い
て
略
述
す
る
と
、
東
海
道
筋
か
ら
の
上
述
の
二
路
は
、
中
世
末
近
世
初
頭
、
武
田
の

駿
河
進
攻
、
あ
る
い
は
逆
に
今
川
の
甲
州
進
攻
等
が
重
な
る
に
つ
れ
、
軍
略
上

・
政
治
上
の
重
要
性
が
増
し
て
、
か
な
り
の
密
度
で
整
備

さ
れ
て
い
っ
螺
ド
の
で
あ
る
。
興
津
―
宍
原
―
万
沢
の
道
は
現
在
の
国
道
５２
号
線
に
相
当
す
る
。

甲
州
街
道
筋
か
ら
は
府
中
―
市
川
大
門
―
帯
那
―
割
石
峠
―
岩
間
―
岩
崎
―
下
山
―
身
延
が
、
途
中
、
市
川
大
門
―
黒
沢
―
割
石
峠
―

岩
間
、
あ
る
い
は
鰍
沢
―
砥
坂
―
岩
間
と
、
峠
を
避
討
顎
幾
度
か
変
遷
を
遂
げ
て
い
る
。
そ
し
て
一
六
八
〇
年
代
に
は
富
士
川
の
三
度
の

渡
船
の
不
便
さ
を
解
消
し
た
西
島
新
道
が
切
り
開
か
れ
、
鰍
沢
か
ら
身
延
ま
で
の
道
は
か
な
り
改
善
さ
れ
た
。

徳
川
家
康
は
角
倉
了
以
に
命
じ
て
富
士
川
の
水
路
を
開
か
せ
、
慶
長
十
七
年

（
一
六

一
二
）
嗜
士
川
の
商
化
漕
謂
陶
制
を
定
め
た
が
、

そ
れ
に
よ
る
と
運
賃
は
人
馬
と
も
に
京
銭
二
十
文
、
富
士
道
者
も
同
じ
、
但
し
参
詣
の
歩
者
は
五
文
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
参
詣
の
歩
者

と
は
事
実
上
ほ
と
ん
ど
が
身
延
参
詣
人
と
考
え
て
よ
く
、
身
延

へ
の
優
遇
措
置
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
東
海
道
と
甲
州
街
道
を
結
ぶ
道
を
指
し
て
、
河
内
路
あ
る
い
は
身
延
道
中

。
身
延
往
還
と
云
っ
た
。
上
述
の
案
内
記

・
道

中
記
の
作
者
等
は
皆
こ
の
道
、
ま
た
は
富
士
川
を
利
用
し
て
身
延
へ
参
詣
し
た
の
だ
っ
た
。

孫 東
左 左
衛 衛
門⑭門
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こ
の
河
内
路
に
は
、
国
境
の
第

一
線
警
備
と
し
て
富
士
川
を
は

さ
ん
で
万
沢
と
十
島
に
、
第
二
線
警
備
あ
る
い
は
裏
関
と
し
て
や

は
り
富
士
刷
粍
は
さ
ん
で
鰍
沢
と
黒
沢
と
に
、
日
留
番
所
が
設
け

ら
れ
て
い
た
。

身
延
に
お
い
て
も
こ
の
参
詣
道
の
難
易
は
死
活
問
題
で
あ
り
、

よ
く
意
を
払
っ
て
い
た
。

瑚
破
軌
年

（
げ
ヽ
六
九
）
に
、
飯
富

・
下
一
の
両
村
は
早
川
渡

船
の
規
定
を
定
め
、
身
延
参
詣
人
の
便
を
計

っ
て
い
る
が
、
こ
れ

に
対
し
て
三
十
三
世
日
亨
は
正
徳
元
年

（
一
七

一
一
）
飯
富
村
の

早
川
渡
船
の
功
を
賞
し
て
、
次
の
感
状
を
出
し
て
い
る
。
恐
ら
く
下
山
村
に
対
し
て
も
同
様
の
措
置
を
と
っ
た
で
あ
ろ
う
。

自
今
已
後
永
代
毎
年
正
月
六
月
十
月
十

一
月
大
会
節
、　
従
二諸
国
一参
塾
雨
身
延
山
一之
諸
人
、　
早
川
船
越
無
二遅
滞
一可
レ渡
之
旨
、
甲

州
飯
富
村
飯
富
山
本
成
寺
之
寺
檀
堅
領
受
之
捧
二其
証
状
一。
於
本
山
焉
感
二斯
勤
功
一故
、
今
般
逐
二衆
評
一永
代
聖
跡
客
評
ン之
、
宜
レ

④

称
二妙
経
院
日
冠
聖
人
一也
。
船
渡
之
儀
永
々
不
レ可
ン有
二怠
慢
一、
依
レ之
補
任
如
レ斯
。

正
徳
元
辛
卯
年
十
二
月
三
日

身
延
山
第
三
十
三
世

救
賜
永
紫
衣
初
祖

遠
　
油

院

日
　

　

　

　

亨

　

印

４
１

１

可

―

打
内
藤
ネ
月
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船
渡
祠
堂
金

本
　
願飯
富
村
住
人
　
　
　
④

古
屋
弥
次
右
衛
門

こ
の
よ
う
に
参
詣
の
便
の
た
め
に
種
々
な
方
策
が
取
ら
れ
、
保
護
が
加
え
ら
れ
て
も
、
そ
こ
は
交
通
機
関
の
未
発
達
、
そ
の
他
現
在
と

は
比
べ
も
の
に
な
ら
ぬ
程
の
困
難
さ
が
伴
う
近
世
の
旅
で
あ
る
。
身
延

へ
参
り
た
い
と
の
願
い
も
つ
た
な
く
、
途
中
で
イー、
れ
た
人
々
も
い

た
の
で
あ
る
。

⑫

差
出
申

一
札
之
事

　

¨

一
下
総
国
出
生
私
母
之
義
、
心
願
付
身
延
山
参
詣
罷
越
、
私
方
逗
留
い
た
し
居
候
処
、
病
気
二
付
種
々
薬
用
仕
候
得
共
、
老
人
故
不
二病

相
叶
一死
仕
侯
間
、
此
段
御
届
申
候
。
尤
此
後
右
母
之
義
付
、
何
方
よ
り
茂
御
村
方
汀
対
し
御
苦
労
ガ
間
敷
義
「決
而
無
二
御
座
一候
。
万

一
之
義
申
者
出
来
候
共
、
私
御
引
請
可
レ申
候
。
依
レ
之

一
札
差
出
し
申
候
如
レ
件
。

天
保
十

一
子
六
月
七
日

当
寺智
妙
院
頭
純
日
励
　
花
押

御
名
主
中

ま
た
途
中
病
気
に
な
り
、
路
金
に
困

っ
て
、
娘
を
飯
盛
女
に
落
と
す
と
い
う
哀
史
も
残

っ
て
い
る
。

Ｏ

飯
盛
女
年
委
奉
公
人
請
状
之
事

一
此
よ
し
と
申
女
我
等
実
之
娘
御
座
候
処
、　
此
度
身
延
山
参
詣

二
罷
越
候
処
、　
途
中
に
て
歩
行
相
成
が
た
く
、

其
上

路
用
金

二
差
支
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難
渋
仕
侯

二
付
、
当
人
心
得
之
上
、
我
等
請
人

二
相
立
加
判
仕
候
上
ハ
、
仮
令
何
欺
様
之
義
有
レ
之
候
共
、半
途
二
御
暇
等
申
入
間
敷

侯
。
対
談
ァ
以
貴
殿
江
相
頼
、
飯
盛
奉
公

二
差
出
し
申
処
実
正
也
。
尤
給
金
之
儀

ハ
、
当
辰
ノ
三
月
♂
来
ル
巳
三
月
迄
丸

一
ケ
年
金
八

両

二
取
極
、
只
今
加
判

一
同
立
会
之
上
、
右
給
金
不
」残
御
渡
し
被
レ下
惟
に
請
取
申
候
。

（以
下
略
）

天
保
十
五
年

神
田
相
生
町
大
通
り
家
主
八
蔵
店
止
宿
に
て

実
　
父
　
　
鉄
　
五
　
郎

実
　
母
　
　
さ
　
　
　
た

奉
公
人
　
　
よ
　
　
　
し

深
川
六
軒
堀
代
地
家
主
庄
蔵
店

社絹
　
人

銀

蔵

佐
渡
屋
幸

一
郎
殿

ニハ

身
延
参
詣
を
内
か
ら
支
え
た
も
の
は
、
近
世
初
頭
か
ら
整
備
さ
れ
、
三
十
三
世
日
一テ
代
の
正
徳
二
年

（
一
七

一
二
）
に
は
完
成
し
た（刊

二
十
数
坊
の
支
院
か
ら
な
る
宿
坊
制
度
で
あ

っ
た
。
宿
坊
は
本
院
の
貫
主
に
ぶ
し
て
参
詣
人
の

「奏
者
」
―
参
詣
人
を
本
院
へ
取
り
次
ぐ

役
―
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
参
詣
人
に
関
す
る
総
て
の
世
話
を
ま
か
さ
れ
た
。

し
か
し
こ
の
宿
坊
制
度
は

一
定
不
変
で
は
な
か
っ
た
。
隅
之
坊
は
亨
保
十

一
年
に
二
十
坊
跡

・
宿
坊
を
智
寂
坊
に
移
し
て
い
称
岬
下
之
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坊
は
年
月
未
祥
、
二
十
坊
跡
を
麓
坊
へ
移
し
て
お
鳴
）
万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）
の
宿
坊
鵬
”

は
載
ら
な
い
の
で
、
こ
の
時
宿
坊
も
移
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
杉
之
坊
は
嘉
永
四
年

（
一
八
五

一
）
に
二
十
坊
跡
を
本
行
坊
へ
移
し
、
宿
坊
も
共
に
移
っ
て
い
る
。

嘉
永
四
年
辛
亥
正
月
六
日
評
定
・ァ
杉
ノ
房
廿
房
跡
西
谷
本
行
房
江
移
ン之
。
宿
坊
下
井
杉
ノ
房
末
檀
方
モ
其
ノ
任
レ意
本
行
坊
江
移
ル
。

廿
世
日
陳
代

本
行
坊
日
行
代

④

六
十
六
世
薪
師
御
代

二
十
坊
跡
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ま
た
の
機
会
に
譲
る
が
、
輸
番
で
舞
楽
を
奉
行
し
た
。
杉
之
坊
の
場
合
、
一
一十
坊
跡
が
移
る
と
「任
レ意
」

せ
て
宿
坊
も
本
行
坊
へ
移
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
宿
坊
は
二
十
坊
跡
に
間
接
的
に
附
随
し
た
権
利
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
嘉
永
七

年

（
一
八
五
四
）
本
行
坊
客
殿
再
建
成
就
の
湖
の
、
六
十
七
世
日
盈
の
棟
札
の
裏
書
に
は
、

大
学
三
郎
能
本
本
行
院
日
学
上
人
旧
跡
、
当
山
塔
頭
西
谷
本
行
房
者
、　
従
二往
昔
一月
行
事
之
坊
跡
也
。
東
谷
杉
之
坊
寺
禄
薄
及
二零

落
一、
年
行
事
役
難
ン勤
。
依
レ之
嘉
永
四
辛
亥
年
正
月
六
日
、
日
薪
師
代
二
十
坊
跡
西
谷
本
行
房
江
移
レ之
。
今
般
客
殿
再
建
立
成
就
、

①

年
行
事
役
勤
レ之
者
也
。

と
あ

っ
て
、
杉
之
坊
は
零
落
に
及
び
年
行
事
役
を
勤
め
難
き
故
に
、
評
定
に
て
二
十
坊
跡
を
本
行
坊
へ
移
し
た
。
隅
之
坊

。
下
之
坊
の
場

合
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
同
様
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

支
院
に
と
っ
て
、
宿
坊
の
資
格
を
維
持
で
き
ず
、
そ
れ
を
失
う
こ
と
、
即
ち
参
詣
人
に
直
接
か
か
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
維

持

・
存
続
の
上
で
大
き
な
痛
手
で
あ

っ
た
。
隈
之
坊

・
下
之
坊

・
杉
之
坊
は
、
い
ず
れ
も
他
の
坊

へ
明
治
七
年
合
併
を
余
儀
無
く
さ
れ
、

智
寂
坊

・
麓
坊

。
本
行
坊
は
、
排
仏
毀
釈
の
波
を
も
乗
り
越
え
て
い
現
在
ま
で
存
続
し
て
い
る
。
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身
延
に
お
い
て
参
詣
の
意
味
す
る
も
の
は
、
か
く
の
ご
と
く
重
要
で
あ
る
。

ま

と

め

身
延

の
発
展
を
期
し
て
、
中
世
に
お
い
て
も
努
力
は
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
飛
躍
的
に
な
さ
れ
る
の
は
近
世
初
頭
で
あ
る
。
身
延
興
隆

と
身
延
参
詣
の
隆
昌
は
軌
を

一
に
す
る
。
交
通
事
情
等
の
客
観
的
条
件
の
好
転
化
。
早
川
渡
船
の
例
に
見
え
る
、
そ
れ

へ
の
身
延
の
積
極

的
働
き
か
け
。
身
延
の
日
蓮
教
団
内
に
お
け
る
勢
力
の
飛
躍
的
な
拡
大
。
諸
末
寺
及
び
門
徒
の
確
固
た
る
掌
握
。
会
式
関
免
許
等
の
権
力

か
ら
の
優
遇
措
置
。
内
か
ら
支
え
る
宿
坊
制
度
の
整
備
。
等
々
が
と
と
の
い
、
そ
れ
ら
が
多
数
の
民
衆
の
参
詣

へ
の
経
済
的
身
分
的
可
能

性
の
獲
得
と
相
倹

っ
て
、
身
延
参
詣
が
盛
ん
に
な
る
の
は
近
世
初
頭
か
ら
で
あ
り
、
身
延
が
日
蓮
教
団
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
位
置
を
占

め
て
い
く
の
も
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
か
ら
で
あ

っ
た
ｏ

①
新
城
常
三

『社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』

一
二
七
頁

②
斉
藤
典
男

「
近
世
初
頭
に
お
け
る
甲
斐
日
蓮
教
団
の
展
開
」

（
『
甲
斐

路
』

一
四
号
）

③

『宗
全
』

一
巻
四
四
九
頁

④
室
住

一
妙

『行
学
院
日
朝
上
人
』
八
一
頁

⑤
同
　
　
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
頁

⑥
拙
稿

「身
延
山
支
院
の
成
立
と
展
開
」

（
『棲
神
』
四
十
六
号
）

⑦
下
之
坊
に
伝
え
る

「高
祖
及
び
徒
弟
の
垢
づ
け
る
衣
を
海
ぎ
、
破
れ
を

繕
う
を
浄
業
と
な
す
。
高
祖
こ
れ
を
憐
み
給
い
、
こ
れ
を
身
延
の
麓
に

居
ら
し
」
め
た
妙
了
日
仏
の
縁
起
は
、
早
く
か
ら
の
俗
人
の
在
住
を
暗

示
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

③
平
沼
淑
郎
著
・
入
交
好
脩
編

『
近
世
寺
院
門
前
町
の
研
究
』
参
照

⑨

『
甲
斐
国
社
記
・
寺
記
』
第
四
巻
一
三
九
頁

⑩
諸
役
免
許
と
は
、
土
地
の
上
に
賦
課
さ
れ
た
公
賦
課
役
の
徴
収
を
免
除

す
る
こ
と
。
但
し
無
徴
収
を
意
味
せ
ず
、
寺
に
徴
収
の
権
能
を
附
与
し

た
。
平
沼
淑
郎
著

・
入
交
好
脩
編

『
近
世
寺
院
門
前
町
の
研
究
』
三
二
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百
参
照
。

①
身
延
山
久
遠
寺
蔵

⑫
室
住

一
妙
前
掲
書
　
二雀
一頁

⑬
天
保
三
年
改

『要
用
記
』

覚
林
坊
蔵

⑭

『
甲
斐
国
社
記
・
寺
記
』
第
四
巻

一
〇
〇
五
頁

⑮
第
三
巻
四
十
八

⑩
高
木
豊

「
近
世
初
頭
に
お
け
る
日
蓮
教
団
の
動
向
」

（
『史
潮
』
八
十

号
）

⑭

『
甲
州
古
文
書
』
第
二
巻
一
七
八
頁

⑬

同

右
　
　
第

一
巻

ユ貧

頁

⑩
　
同
　
右
　
　
　
第
二
巻
一
八
四
頁

④

『
甲
斐
国
社
記
・
寺
記
』
第
四
巻

一
四
二
頁

②
　
同
　
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四
―

一
四
六
頁

②
高
木
豊
前
掲
稿

④

『
鰍
沢
町
誌
』
二
三
三
頁

②

『身
延
山
史
』

一
八
四
頁

⑮
徳
川
綱
重
の
こ
と
。　
一
一ハ
四
四
―
七
八
。
徳
川
第
二
代
将
軍
家
光
の
三

男
。
寛
文
元
年

（
一
六
六
一
）
甲
斐
国
二
十
五
万
石
を
領
し
、
甲
府
藩

主
と
な
っ
た
。
俗
に
甲
府
殿
と
も
い
う
。
そ
の
子
綱
豊
は
六
代
将
軍
家

宣
で
あ
る
。

④

『身
延
山
史
』

一
八
六
頁
は
、
享
保
十
六
年

（
一
七
三
一
）
十
月
の
、

宗
祖
の
四
百
五
十
遠
忌
の
大
会
参
詣
者
の
為
、
九
月
九
日
に
東
西
寺
中

へ
回
章
を
以
て
通
知
し
、
竹
之
坊

・
山
本
坊
印
鑑
に
よ
る
関
所
切
手
の

書
方
を
念
告
せ
り
と
す
る
。

②

「
口
留
番
所

一
件
」

（
『
甲
斐
叢
書
』
第

一
巻
四
二
八
・
九
頁
）

④
秋
山
智
孝

「
身
延
に
関
す
る
紀
行
に
つ
い
て
」

（
『棲
神
』
第
四
十
五

号
）

④
桜
井
徳
太
郎

『講
集
団
成
立
過
程
の
研
究
』

⑩

『天
狗
役
要
用
』
五
番
　
覚
林
坊
蔵

①

『
国
史
大
辞
典
』

〇

『
廟
基
調
査
録
』
　
端
場
坊
蔵

①

『
征
雰
議
宿
坊
割
押
帳
』

身
延
文
庫
蔵

⑭

『南
部
町
誌
』
五
三
六
百

①
青
山
請

「
身
延
信
仰
と
交
通
」

（
『
甲
斐
路
』
十
四
号
）

①
　
同
　
右

①

『南
部
町
誌
』
五
六
七
頁

①
青
山
請
前
掲
稿

⑩

「
早
川
渡
船

一
札
差
上
候
事
」

（文
化
十
四
年

『
桜
田
公
ォ
甲
斐
守
江

引
渡
写
』
）
下
山
本
国
寺
蔵

⑩
本
成
寺
十

一
世

⑪

「
巨
摩
郡
飯
富
村
古
証
文
」
写
本
　
山
梨
県
立
図
書
館
蔵

⑫

「
巨
摩
郡
五
明
村
古
証
文
」
　
　
　
同
右
蔵

〇

「
甲
府
遊
廓
史
料
」

（
『
甲
州
文
庫
史
料
』
第

一
巻
三

一
二
・
三
百

〇
日
亨
筆

「
宿
房
之
定
」

（
『身
延
山
房
跡
録
』
）

〇
拙
稿

「
身
延
山
支
院
の
研
究
―
宿
坊
に
つ
い
て
―
」

（
『
日
蓮
教
学
研

究
所
紀
要
』
第

一
号

-79-



①
鈴
木
日
寿

『身
延
山
坊
跡
録
』

の

４同
　
右

　

・　
　
　
　
一

⑬
樋
沢
坊

・
林
蔵
坊
蔵

　
　
一

⑩
鈴
木
日
寿
前
掲
書

⑩
　
同
　
右

-810-
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